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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

第56期
第２四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自平成22年
３月21日
至平成22年
９月20日

自平成23年
３月21日
至平成23年
９月20日

自平成22年
６月21日
至平成22年
９月20日

自平成23年
６月21日
至平成23年
９月20日

自平成22年
３月21日
至平成23年
３月20日

売上高（千円） 7,667,3898,786,3624,407,2485,032,86516,761,971

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△407,512 346,202△103,527 292,989△559,206

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△372,582 324,782△124,085 278,134△721,512

純資産額（千円） － － 6,969,8706,816,2586,527,448

総資産額（千円） － － 22,164,31221,481,86320,710,641

１株当たり純資産額（円） － － 480.61 470.02 450.11

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△25.69 22.40 △8.56 19.18 △49.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 31.4 31.7 31.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△770,660△171,047 － － 511,921

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△144,879 66,868 － － △212,178

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
904,582 162,659 － － △333,599

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 311,518 344,549 286,483

従業員数（人） － － 1,231 1,175 1,195

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第55期第２四半期連結累計（会計）期間及び第55期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　　　　　　第56期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年９月20日現在

従業員数（人） 1,175    

（注）　従業員数は就業人員であります。なお、臨時雇用者数については従業員数の100分の10未満であるため、記載を

省略しております 。

　

(2）提出会社の状況

 平成23年９月20日現在

従業員数（人） 764     

（注）　従業員数は就業人員であります。なお、臨時雇用者数については従業員数の100分の10未満であるため、記載を

省略しております 。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月21日
至　平成23年９月20日）

前年同四半期比（％）
　

オート機器事業（千円） 2,221,931 149.9

情報機器事業（千円） 826,951 181.0

生活機器事業（千円） 1,372,329 91.1

住設機器事業（千円） 283,384 96.2

合計（千円） 4,704,596 125.8

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高 (千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高 (千円)
前年同四半期比
（％）

 　住設機器事業 715,906 191.1 1,290,447 137.0

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月21日
至　平成23年９月20日）

　
前年同四半期比（％）

　

オート機器事業（千円） 2,628,859 118.1

情報機器事業（千円） 779,214 168.1

生活機器事業（千円） 1,341,392 94.2

住設機器事業（千円） 245,770 95.0

その他の事業（千円） 37,629 107.2

合計（千円） 5,032,865 114.2

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。また、セグメント間の取引については相殺消去しております。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

EDINET提出書類

エムケー精工株式会社(E02409)

四半期報告書

 4/30



３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  　 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

　（１）業績の状況　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により経済活動の停滞を余儀なくされたも

のの、サプライチェーンの復旧や復興需要の高まりにより、景気持ち直しの動きも見受けられるようになりました。　　

　

しかしながら、原子力災害の長期化による影響、さらに歴史的な円高水準や欧米景気の減速など懸念材料も多く、依

然として先行き不透明な状況で推移しております。

当社グループ関連業界におきましては、東日本大震災に伴う需要減少や設備投資抑制が懸念されておりましたが、

一部では徐々に回復の兆しが見られるようになってまいりました。もっとも、設備投資の回復状況には業種や規模に

よってばらつきがあり、また、厳しい雇用情勢や所得環境の低迷などを背景に消費マインドの回復にはまだ時間を要

すると思われ、経営環境はなお予断を許さない状況が続いております。

こうした状況のもと、当社グループにおきましては、多様化する顧客ニーズと環境問題に配慮した高付加価値商品

の研究開発に注力するとともに、各事業部門における採算管理の徹底及び経営全般にわたる合理化、効率化施策を継

続して推進し、業績の向上に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は、50億３千２百万円（前年同期比14.2％増）、営業利益は３億１千

２百万円（前年同期は８千１百万円の営業損失）、経常利益は２億９千２百万円（前年同期は１億３百万円の経常損

失）、四半期純利益は２億７千８百万円（前年同期は１億２千４百万円の四半期純損失）となりました。

　

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

（オート機器事業）

　東日本大震災直後は一時的に部品調達難に伴う生産への影響があったものの、主要取引先であるＳＳ業界において、

一部で門型洗車機の買い替え需要が発生し比較的順調に売上を伸長したことに加え、節水・節電に対応した省エネタ

イプの新商品の発売及び提案型営業の推進が奏功し、売上高は前年同期比18.1％増の26億２千８百万円となりまし

た。

（情報機器事業）

東日本大震災および原発事故により、アミューズメント業界におきましては自粛ムードや節電意識の高まりによる

影響を受け、民需用小型定番及びフルカラー表示機は苦戦いたしましたが、昨年度受注した官需案件の売上が寄与し、

売上高は前年同期比68.1％増の７億７千９百万円となりました。

（生活機器事業）

個人消費低迷が長引き、原発事故による風評被害や台風、大雨など風水害等による農家及び農産物への影響が懸念

される中、主力商品である農産物低温貯蔵庫を始めとする農家向け商材が堅調に推移したものの、売上高は前年同期

比5.8％減の13億４千１百万円となりました。

（住設機器事業）

主に子会社の株式会社ニューストが行う事業で、木・アルミ複合サッシ及び反射式消音装置の製造・施工が主な事

業であります。公共投資の減少や東日本大震災の影響などにより依然として低水準で推移しておりますが、徐々に引

き合い・受注が増えつつあるものの売上計上のずれ込みにより、売上高は前年同期比5.0％減の２億４千５百万円と

なりました。

（その他の事業）

その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業及び保険代理業、不動産

管理・賃貸業であります。

ホテル業は、業者間の競争激化が常態化する中、東日本大震災に端を発した自粛ムードが重なり、依然として厳しい

経営環境となっておりますが、売上高は前年同期比7.2％増の３千７百万円となりました。
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　（２）キャッシュ・フローの状況　　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間末

に比べ８千万円増加し、３億４千４百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、１億２千７百万円（前年同期比４億４千２百万円の減少）となりました。主な要

因は、売上債権の増加額12億３千万円により資金が減少した一方、税金等調整前四半期純利益２億９千２百万円を計

上したこと及び仕入債務の増加額３億８百万円、その他負債の増加額２億１千２百万円等により資金が増加したこと

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、１千９百万円（前年同期比１百万円の増加）となりました。主な要因は、有形固定

資産の取得による支出１千９百万円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、２億２千８百万円（前年同期比４億１百万円の減少）となりました。主な要因は、

長期借入金による収入６億３千万円により資金が増加した一方、長期借入金の返済による支出３億７千万円により資

金が減少したことによるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における研究開発費は３億３千２百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。  
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,930,000

計 54,930,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,595,050 同左

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 15,595,050 同左　 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　 

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年６月21日～

平成23年９月20日
－ 15,595,050 － 3,373,552 － 655,289
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

丸山　永樹　 長野県長野市　 1,443 9.25

東京中小企業投資育成株式会社　 東京都渋谷区渋谷三丁目29番22号　 1,170 7.50

大久保　文夫　 長野県千曲市　 902 5.78

株式会社八十二銀行

（常任代理人　日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社）　

長野県長野市大字中御所字岡田178番地８

（東京都港区浜松町二丁目11番３号）　
721 4.62

株式会社みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス信

託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町一丁目１番５号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）　
721 4.62

丸山　繁夫　 長野県長野市　 676 4.33

三井住友海上火災保険株式会社　 東京都中央区新川二丁目27番２号 580 3.72

近藤　繁駕　 長野県千曲市　 501 3.21

エムケー精工従業員持株会 長野県千曲市大字雨宮1825番地　 455 2.91

早川　弘之助　 長野県長野市　 454 2.91

計 － 7,625 48.90

（注）上記のほか、自己株式が1,093千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

　 平成23年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　1,093,000 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　 14,498,900 144,989 －

単元未満株式  普通株式　　　　3,150 － －

発行済株式総数 15,595,050 － －

総株主の議決権 － 144,989 －

  

 

②【自己株式等】

　 平成23年９月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エムケー精工株式

会社

長野県千曲市大字

雨宮1825番地
1,093,000    － 1,093,000 7.01

計 － 1,093,000    － 1,093,000 7.01

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 215 233 248 237 268 218

最低（円） 159 170 193 200 180 186

　（注）１．最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

２．当社は９月20日を第２四半期決算日としておりますが、平成23年４月度から８月度につきましては、各月

末日までの間の最高・最低株価を記載しております。なお、平成23年９月度につきましては、９月20日まで

の間の最高・最低株価を記載しております。

　

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年６月21日から平成22年９月20日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成22年３月21日から平成22年９月20日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年６月21日から平成23年９月20日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年３月21日から

平成23年９月20日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年６月21日から平

成22年９月20日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年３月21日から平成22年９月20日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年６月21日から平成23年９月20日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成23年３月21日から平成23年９月20日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東邦監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,402,847 1,344,780

受取手形及び売掛金 4,587,884 4,106,235

商品及び製品 1,678,524 1,575,568

仕掛品 1,273,702 1,098,789

原材料及び貯蔵品 2,405,988 2,103,362

その他 289,767 275,295

貸倒引当金 △19,705 △25,081

流動資産合計 11,619,009 10,478,950

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,022,307

※1
 3,130,540

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 354,962

※1
 402,160

土地 2,981,164 2,981,164

その他（純額） ※1
 198,458

※1
 231,304

有形固定資産合計 6,556,892 6,745,170

無形固定資産

のれん 1,220,339 1,274,772

その他 527,443 543,787

無形固定資産合計 1,747,783 1,818,559

投資その他の資産 ※2
 1,555,754

※2
 1,667,961

固定資産合計 9,860,430 10,231,691

繰延資産 2,423 －

資産合計 21,481,863 20,710,641
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年３月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,294,553 1,278,116

短期借入金 7,750,836 7,656,572

未払金 2,454,438 2,148,878

未払法人税等 51,314 49,592

引当金 164,380 169,300

その他 176,323 238,272

流動負債合計 11,891,845 11,540,732

固定負債

社債 100,000 －

長期借入金 2,242,282 2,144,477

引当金 186,384 151,005

その他 245,092 346,978

固定負債合計 2,773,759 2,642,460

負債合計 14,665,604 14,183,192

純資産の部

株主資本

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 1,664,643 1,339,861

自己株式 △510,121 △510,121

株主資本合計 7,479,217 7,154,435

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △288,189 △271,694

繰延ヘッジ損益 △9,369 △2,245

為替換算調整勘定 △365,399 △353,046

評価・換算差額等合計 △662,959 △626,986

純資産合計 6,816,258 6,527,448

負債純資産合計 21,481,863 20,710,641
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日
　至　平成22年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

売上高 7,667,389 8,786,362

売上原価 5,495,284 6,120,520

売上総利益 2,172,105 2,665,841

販売費及び一般管理費 ※
 2,546,926

※
 2,284,583

営業利益又は営業損失（△） △374,821 381,258

営業外収益 82,284 67,053

営業外費用

支払利息 86,595 74,590

その他 28,380 27,518

営業外費用合計 114,976 102,109

経常利益又は経常損失（△） △407,512 346,202

特別利益

固定資産売却益 － 378

投資有価証券売却益 16,074 －

貸倒引当金戻入額 2,348 12,746

特別利益合計 18,423 13,124

特別損失

固定資産売却損 37 －

固定資産除却損 128 117

投資有価証券売却損 5,863 －

投資有価証券評価損 2 61

貸倒損失 － 945

貸倒引当金繰入額 9,760 360

特別損失合計 15,791 1,483

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△404,880 357,844

法人税、住民税及び事業税 24,887 35,151

法人税等調整額 △57,185 △2,089

法人税等合計 △32,297 33,061

少数株主損益調整前四半期純利益 － 324,782

四半期純利益又は四半期純損失（△） △372,582 324,782
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月21日
　至　平成22年９月20日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年６月21日
　至　平成23年９月20日)

売上高 4,407,248 5,032,865

売上原価 3,181,112 3,485,613

売上総利益 1,226,135 1,547,251

販売費及び一般管理費 ※
 1,308,015

※
 1,234,714

営業利益又は営業損失（△） △81,879 312,536

営業外収益

受取配当金 7,931 9,384

その他 34,427 23,610

営業外収益合計 42,359 32,995

営業外費用

支払利息 44,095 37,341

為替差損 16,861 5,728

その他 3,050 9,472

営業外費用合計 64,007 52,542

経常利益又は経常損失（△） △103,527 292,989

特別利益

固定資産売却益 － 378

投資有価証券売却益 1,447 －

貸倒引当金戻入額 1,104 △89

その他 － △10

特別利益合計 2,551 278

特別損失

固定資産売却損 37 －

投資有価証券評価損 － 61

貸倒引当金繰入額 9,760 360

特別損失合計 9,797 421

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△110,773 292,847

法人税、住民税及び事業税 15,847 17,676

法人税等調整額 △2,534 △2,963

法人税等合計 13,312 14,713

少数株主損益調整前四半期純利益 － 278,134

四半期純利益又は四半期純損失（△） △124,085 278,134
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日
　至　平成22年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△404,880 357,844

減価償却費 245,527 235,314

有形固定資産除却損 － 117

のれん償却額 54,432 54,432

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,905 △10,062

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,800 △4,920

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,239 35,379

前払年金費用の増減額（△は増加） 31,085 －

受取利息及び受取配当金 △13,698 △13,426

支払利息 86,595 74,590

有価証券売却損益（△は益） △1,699 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △378

有形固定資産除売却損益（△は益） 165 －

投資有価証券売却損益（△は益） △10,211 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2 61

その他の営業外損益（△は益） △12,460 －

売上債権の増減額（△は増加） 81,283 △489,860

たな卸資産の増減額（△は増加） △555,796 △584,688

その他の資産の増減額（△は増加） △8,797 △10,599

仕入債務の増減額（△は減少） △105,554 21,785

その他の負債の増減額（△は減少） △27,634 262,477

小計 △652,774 △71,934

利息及び配当金の受取額 11,925 13,731

利息の支払額 △80,803 △76,099

法人税等の支払額 △49,008 △36,744

営業活動によるキャッシュ・フロー △770,660 △171,047

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △787,500 △787,500

定期預金の払戻による収入 787,500 787,500

有価証券の売却による収入 14,159 －

有形固定資産の取得による支出 △140,508 △27,028

有形固定資産の売却による収入 30 892

無形固定資産の取得による支出 △41,565 △2,539

投資有価証券の取得による支出 △89,885 △4,201

投資有価証券の売却による収入 76,913 100,000

貸付けによる支出 － △3,300

貸付金の回収による収入 1,200 2,635

その他の収入 37,749 6,926

その他の支出 △2,972 △6,516

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,879 66,868
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日
　至　平成22年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 800,000 1,060,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △25,040 △29,409

長期借入れによる収入 700,000 780,000

長期借入金の返済による支出 △497,829 △1,647,931

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 － △100,000

自己株式の取得による支出 △37 －

配当金の支払額 △72,511 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 904,582 162,659

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,137 △414

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,095 58,066

現金及び現金同等物の期首残高 323,614 286,483

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 311,518

※
 344,549
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

会計処理基準に関する事項の

変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　

 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月21日
至　平成23年９月20日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

１．棚卸資産の評価方法 実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定しております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）　

　該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年９月20日）

前連結会計年度末
（平成23年３月20日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,055,429千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、11,894,761千円で

あります。

※２　投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒

引当金の額は、133,673千円であります。

３　受取手形割引高は、388,097千円であります。

４　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

信濃輸送㈱ 1,372千円

※２　投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒

引当金の額は、157,918千円であります。

３　受取手形割引高は、1,020,279千円であります。

４　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

信濃輸送㈱ 2,728千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬・給料手当 1,003,809千円

発送運賃 225,988 

貸倒引当金繰入額 11,550 

賞与引当金繰入額 76,556 

  

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬・給料手当 935,690千円

発送運賃 241,130 

貸倒引当金繰入額 2,363 

賞与引当金繰入額 67,108 

  

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月21日
至　平成22年９月20日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月21日
至　平成23年９月20日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬・給料手当 500,153千円

発送運賃 131,682 

貸倒引当金繰入額 △2,130 

賞与引当金繰入額 57,315 

  

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬・給料手当 468,177千円

発送運賃 140,521 

貸倒引当金繰入額 2,238 

賞与引当金繰入額 57,379 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月20日現在） （平成23年９月20日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,369,812

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,058,294

現金及び現金同等物 311,518

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,402,847

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,058,297

現金及び現金同等物 344,549

 

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月20日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　

平成23年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　15,595,050株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　1,093,042株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年６月21日　至平成22年９月20日）

 
オート機器
事業
（千円）

情報機器事
業（千円）

生活機器事
業（千円）

住設機器事
業（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高 　　 　　 　 　 　 　　 　 　

(1）外部顧客に対す

る売上高
2,225,835463,5081,423,987258,80635,1104,407,248 － 4,407,248

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

961 3,719 68,660 306 40,101113,749(113,749) －

計 2,226,797467,2281,492,647259,11275,2114,520,998（113,749) 4,407,248

営業利益又は

営業損失（△）
158,787△75,020 96,512△58,303 5,361 127,336(209,216) △81,879

　

前第２四半期連結累計期間（自平成22年３月21日　至平成22年９月20日）

 
オート機器
事業
（千円）

情報機器事
業（千円）

生活機器事
業（千円）

住設機器事
業（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高 　　 　　 　 　 　 　　 　 　

(1）外部顧客に対す

る売上高
4,207,035948,6252,048,914380,18982,6257,667,389 － 7,667,389

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

18,953 5,955 135,712 396 70,461231,479(231,479) －

計 4,225,989954,5802,184,627380,585153,0867,898,869(231,479) 7,667,389

営業利益又は

営業損失（△）
272,570△115,06345,675△179,16116,368 40,389(415,211) △374,821

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、製品の種類及び性質の類似性により区分をしております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品名および事業

オート機器事業 門型洗車機・高圧洗車洗浄機、灯油配送ローリー、各種オイル交換機

情報機器事業 ＬＥＤ表示機、工事用表示機、フルカラー表示システム

生活機器事業 農産物低温貯蔵庫、米保管庫、パン焼き機・餅つき機など家庭用電気機器

住設機器事業 建具製造業、建具工事業、管工事業

その他の事業 保険代理業、不動産管理・賃貸業、ホテル業

　　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月21日　至　平成22年９月20日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月21日　至　平成22年９月20日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年６月21日　至　平成22年９月20日）

　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年３月21日　至　平成22年９月20日）

　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）及び当第２四半期連結会計期

間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

　当社グループは、提供する商品、サービス等により「オート機器事業」「情報機器事業」「生活機器事業」

「住設機器事業」「その他の事業」の５つを報告セグメントとしております。

　「オート機器事業」は、門型洗車機、高圧洗車洗浄機、灯油配送ローリー、各種オイル交換機等の製造、販売

を行っております。

　「情報機器事業」は、道路情報表示機器、ＬＥＤ表示機、工事用表示機等の製造、販売を行っております。

　「生活機器事業」は、農産物低温貯蔵庫、米保管庫、パン焼き機・餅つき機などの家庭用電気機器等の製　

造、販売を行っております。

　「住設機器事業」は、木・アルミ複合サッシ、反射板式消音装置等の製造、販売を行っております。

　「その他の事業」は、保険代理業、不動産管理・賃貸業、ホテル業を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)２　

オート機器事

業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,105,6401,265,3162,026,059312,00177,3448,786,362 － 8,786,362

セグメント間の内部

売上高又は振替高
8,941 10,345142,31631,123 74,709267,436△267,436 －

計 5,114,5811,275,6612,168,376343,124152,0539,053,798△267,4368,786,362

セグメント利益又は

損失（△）
751,877△116,651234,419△158,06026,443738,029△356,771381,258

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△356,771千円には、セグメント間取引消去17,168千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△373,939千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

していない連結財務諸表提出会社の費用です。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)２　

オート機器事

業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,628,859779,2141,341,392245,77037,6295,032,865 － 5,032,865

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,096 5,339 79,367 31,084 39,082156,970△156,970 －

計 2,630,955784,5531,420,759276,85476,7125,189,835△156,9705,032,865

セグメント利益又は

損失（△）
371,705△41,120208,736△53,579 11,068496,809△184,272312,536

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△184,272千円には、セグメント間取引消去9,357千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△193,630千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

していない連結財務諸表提出会社の費用です。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）

　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21日）

を適用しております。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月20日）

　　金融商品の第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありま

せん。

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月20日）

　　有価証券の第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありま

せん。  

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月20日）

　当第２四半期連結会計期間末残高がないため、該当事項はありません。

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。 

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）

　該当事項はありません。    

　

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）

　該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月20日）

　　該当事項はありません。

　

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年９月20日）

　　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年９月20日）

前連結会計年度末
（平成23年３月20日）

１株当たり純資産額 470.02円 １株当たり純資産額 450.11円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年３月21日
至　平成22年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △25.69円 １株当たり四半期純利益金額 22.40円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１

株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月21日
至　平成22年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△372,582 324,782

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△372,582 324,782

期中平均株式数（千株） 14,502 14,502

　 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年６月21日
至　平成22年９月20日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年６月21日
至　平成23年９月20日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △8.56円 １株当たり四半期純利益金額 19.18円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１

株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月21日
至　平成22年９月20日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年６月21日
至　平成23年９月20日)

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△124,085 278,134

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
△124,085 278,134

期中平均株式数（千株） 14,502 14,502

　 

EDINET提出書類

エムケー精工株式会社(E02409)

四半期報告書

26/30



（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）

　該当事項はありません。

　　 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年６月21日　至　平成23年９月20日）

　該当事項はありません。 

  

 

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月１日

エムケー精工株式会社

取締役会　御中

東邦監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　義文　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　克昌　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムケー精工株式会

社の平成22年３月21日から平成23年３月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年６月21日から平成

22年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年３月21日から平成22年９月20日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムケー精工株式会社及び連結子会社の平成22年９月20日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月１日

エムケー精工株式会社

取締役会　御中

東邦監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　義文　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　克昌　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムケー精工株式会

社の平成23年３月21日から平成24年３月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年６月21日から平成

23年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年３月21日から平成23年９月20日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムケー精工株式会社及び連結子会社の平成23年９月20日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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